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1　はじめに
　本プロジェクトではこれまで、Wilhelm　Dilthey著作集をOCRシステムにより読み取り、ふ定の書
式を持つテキスト型データベースとする作業を行ってきた1。本稿では、ここで作成されたテキスト型デー
タベースから、具体的なデータを取得するための検索法とそのインターフェースについて行った考察と、
それに基づいて試作された検索シ1テムについて報告する。
2　前提条件
2．1　前提となるデータとその構造
　検索対象となるデータとその構造については、95年の報告「OCRによるデータベー界作成」で詳述
したが、今一度その概略をふりかえると、次の通りとなる：
●ここで検索対象として利用されるのは、本プロジェクトでデータ化してきたWilhelm　Dilthey著作
　集2からのテキストである。
●データは、awkやPerlで容易に扱えるよう複行レコード形式として記録されている。iレコードが
　持つデータ・フィールドは次の通りである：
　　Lページ番号
　　2．当該テキスト行（1行1フィールド＋フィールド区切り子（改行1個））複数
　　3．，レコード区切り子（連続する改行2個）
．データ中の欧文特殊文字はや、イタリック体などの組版上の特性などで必要と思われるものの記述
　は、丁自X，LA［IEXでの記述方式に従う。特にドイッ語に特有の文字は、ドイツ語用スタイル・ファイ
　ルgerman．styにより定義された記述方式に従う3。
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1本プロジェクトは、計算機センター特別研究費により行なわれた。
2　Dilthey，　Wilhelm：Gesammelte　Schriften，　B．　G．　Teubner　Verlagsgesellschaft，　Stuttgart，　Vandenhoeck＆Rup－
　recht，　G6ttingen．
3テキスト型データの汎用性を重視したマークアップ言語としてはSGMLも挙げられる。これには
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その他データ構造に関する詳細は、【2］を参照されたし。
2．2　前提となるユーザ像
　一般にあるシステムを構築する場合、そのシステムを利用するユーザ像が明確になっていることで各種
の作業が容易なものとなる。本プロジェクトでも、作成されるシステムを利用するユーザ像をある程度決
めておき、その上でシステムを構築していくことにした。
　さまざまな検討を行った結果、ここではシステムを利用するユーザ像として次のようなものを想定する
こととした：
1．自分の利用している計算機環境の基本的操作法を周知していること
　具体的には以下の点を最低限満たしている必要があろう4：
　　●エディタ、ワードプロセッサなどの各種ツールの基礎的かつ基本的操作法について理解している
　　・ネットワークの基礎的基本的な利用方法について理解している（ネットワーク関連の各種ツール
　　　の基本的な利用方法を理解している）
　　．普段利用しているシステムについて不明な点・問題点などがあれば、自ら解答・解決策などを探
　　　す方法を周知している
2．自分が普段利用している計算機環境とは別の環境に対しても、十分に対応できること
　ここで試作されるインターフェースや出力データは、すべてのユーザにとって普段利用している計算
　機環境とぴったり合致するものとは限らない。例えば、検索対象となるデータは、特定の計算機環境
　に依存しない形式で記述されている。検索の結果取得したデータも同一の形式で記述されているた
　め、場合によってはユーザにその形式を自由に変換する能力が必要となる。
3．未知の概念や機能についても自ら調査・実験を繰り返し、利用してみるだけの積極性があること
　一特定のシステムに依存していない「上位の」マークアップ言語である
　一テキストの持つ構造を精密に記述できる
　一パーサを通してその他の「下位の」マークアップ言語への移植もできる
　などの特徴がある。
　本プロジェクトでも開始当初はデータをSGMLで記述することも検討された。しかし調査の結果、　SGMLはテキスト構造の
記述には大変強力な機能を有しているものの、個別言語の記述に対しては極めて脆弱な機能しかなく、記述方式も「llifX，　LArlEX
　に比べてはるかに繁雑で、可読性の確保は困難であることが判明した。
　　また、SGMLのサブセットのような形で構成されているHTMLでも、個別言語記述の方式はSGMLでの方式が踏襲され
ており、そこから推察すると、とりわけマルチバイト・コードとの親和性を確保することは少なくとも現段階では難しいと考えら
れる。
　以上のような理由から、本プロジェクトではSGMLでのデータ記述は行わないことにした。しかし、SGMLの持つ「シス
テムに依存しないテキスト型データの記述」という基本理念は正しいものと考え、その基本理念を先行する形で実現したtiEX，
瑚EXの記述方式を採用することとした。
　なおSGMLに関しては、【17］などを参照。
4ここで挙げられている条件は少なくとも本学の「初等情報処理」の授業で習得できるものと思われるので、無理な要求とは考えら
れない。
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テキスト型データからの検索は、求めているデータが必ずしも容易に入手できるとは限らない。さま
ざまな試行錯誤が必要となることもある。
そうした場合に例えば、「正規表現を利用した検索」が極めて強力なものとなり得るが、その際、「正
規表現」というものについて、たとえ知識がなくとも、どのようなものなのか、どのような特徴があ
るのか、どのように使うものなのか、その長所・短所は何か、といったことはある程度の調査や実験
で比較的容易に知ることができる。
ユーザはそうした調査・実験を積極的に行い、システム等に関する理解を深め、当該ツールの持つ利
用可能性を一場合によっては設計者の意図を越える程度までに一大きく拡げることが望ましい。
3　基本構想
3．1　概要
　以上のような前提条件に基づくと、ここで試作されるテキスト型データからの検索用インターフェース
に関する概要は次のようになろう：
Text型データから検索
　　　検索対象は当面、本プロジェクトで作成したW．Dilthey著作集のテキスト型データとするが、他
　　　の同形式データからも検索が可能となるようにしておく必要があろう。
検索文字列には正規表現を指定
　　　テキスト型データに対して各種の検索を行うためには、多様で柔軟な検索用文字列が使える必要が
　　　ある。そうした検索文字列の中でも、「正規表現」は現在では最も強力なもので、各種の検索用ツー
　　　ルで広くサポートされている。ここで試作される検索用インターフェースでも、この正規表現をサ
　　　ポートすることでより柔軟で多様な検索ができるようになると考えられる5。
検索ツールとしてPerlを利用
　　　本プロジェクトでは当初から、検索ラールとしてawkによるごく簡単なスクリプトを実験的に作
　　　成していた。しかし、今回検索用インターフェースを試作するに当たって、これをPerlによるス
　　　クリプトに変更した。その理由は以下の通りである：
　　　　●Per1は基本的にフリーソフトとして配布されているので、誰でも容易に入手できる。また現行
　　　　　のほとんどすべてのプラットフォーム上に移植されているため、特定のシステムに依存したス
　5ただし、正規表現はサポートしているツールによって微妙に異なる部分もある。現時点でもっとも効率の良い検索を行うには、最
　　適なツールを選択する必要もある。
　　その他、正規表現の詳細については、［4］，［5］，［9］，［14］，［16】，［18】，［27】，［28】などを参照。
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　　　　　クリプトを作る必要がない。
　　　　．Perlはインタープリタの形を取るスクリプト言語である。そのため用途に応じて、比較的容易
　　　　　にスクリプトを変更するζとができる。
　　　　●，Perlは正規表現をサポートしているツールのうち、現在最も強力で、最も柔軟性を持つと考え
　　　　　られる。
　　　　●Perlはインタープリタ型の言語ではあるが、スクリプト全体を解析、コンパイルした後で実行
　　　　　するので、比較的高速な処理を必要とする場合にも十分実用になる。
　　　　●Perlはネットワーク・プログラミングにも極めて有用な機能が豊富にある。
ネットワークからの利用も考慮する
　　　Int・m・tが学術系の実験ネ・トワークの段階を織・広く一般に門戸を開V’て駅、テキスト型
　　　データベースも次第に広く公開されるようになってきている。とりわけWorld　Wide　Web（以下
　　　WWWと略す）の爆発的普及により、その傾向はより顕著になってきている。
　　　　本プロジェクトでは、著作権者との交渉が完了していないため、当分の間データをネットワーク
　　　上で公開することはできない。しかしごデータを将来公開ナることも念頭に入れ、検索用ツールは
　　　ネットワーク上での操作を意識した設計にすることとした。
　　　　現在の段階では、前述のWWWを通じてのデータ検索が最も手軽に行われていると考えられ
　　　る。そこで本稿でもとりあえず、Perlにより記述されたスクリプトをCGI（Common　Gateway
　　　Interface）として利用した、　WWW上での検索ツールを試作することとする6。
特定のWebブラウザに依存する出力は行わない
　　　WWWによる出力は．HTML（Hyper　Text　Mark－up　Language）と呼ばれるマークアップ言語に
　　　より実現される。このHTMLも発展過程で特定のブラウザによる独自拡張が舌L発されたという経
　　　緯炉ある。今では段階的にではあるものの、統一化の方向に向ってはいるが、なおも残ったままに
　　　なっている独自拡張もある。
　　　　本プロジェクトで試作されるWebページは、こうした特定のWebブラウザに依存するHTML
　　　コードは排除し、現行のすべてのWebブラウザから参照可能なものを目指す。
検索されたデニタの出力は検索元フ17イル内のTEX，　prTEX形式のままにする
　　　本プロジェクトで作成されたデータは、現行のすべての計算機環境上で利用可能となるよう、極め
　　．て汎用性の高い1胞X，LA「IEXでの記述方式を利用している。この記述方式は、複数の言語コードが
　　　混在する環境、特に日本語などのマルチバイト・コードが存在する環境でも何の問題なく利用でき
61nternetやWWWに関して、さまざまな過信や迷信、誤解、技術的問題などがあるのも事実ではあるが、それらを論じること
はここでは行わない。しかし、WWWを通してデータを公開する際には、例えばWeb　Serverの運用やネットワーク・セキュ
　リティなどには特に注意を払う必要がある。
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る。多国語が混在する環境での言語記述には脆弱な機能しか持たないHTMLなどと比べ、はるか
に優位にあるこの記述方式での出力は、データの汎用性を保持するものとなる。
　もちろん検索したデータは、ユーザが利用する個別のシステムに依存したデータへとユーザ自身
が変換できるので、TEXやLAflEXを利用しなくても問題なくデータの再利用が可能となる。
3．2　基本仕様
　先に挙げた概要に基づき、試作する検索用インターフェースの仕様を決めていくことにする。
3．2．1　構成
　試作する検索用インターフェースは、基本的にWWWベースとし、検索等の作業はCGI及びそこか
ら呼び出されるPerlスクリプトにより実現することとする。
　まず、全体の構成を以下の部門に区分する。
　L検索文字列・検索条件等入力ページ（HTML）
2．検索スクリプト呼出及び出力整形用CGI（Perlスクリプト）
3．検索用スクリプト（Perlスクリプト）
4．検索結果表示ページ（HTML）
　次に各部門の基本仕様を記述する。『
3．2．2　検索文字列・検索条件等入力ページ（search．html）
　データの検索を行う際に、まずこのページから検索に必要なパラメータを入力・選択することになる。
当然の事ながら、このページはHTMLで記述する。このページから入力・選択できるのは、以下のもの
とする：
●検索対象ファイル
●検索文字列
●検索の際の大小文字の区別化と同一視化
「同一視化」を選択項目とし、選択されない場合は自動的に「区別化」が選択されたものとみなす。
●検索結果の表示モード（行単位／ページ単位）
「ページ単位」を選択項目とし、選択されない場合は自動的に「行単位」が選択されたものとみなす。
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各項目を入力・選択した後、「Search」ボタンを押すことで検索を開始する。
　ここで入力・選択させたパラメータは3．2．3で述べるCGIスクリプトへ送られる。
　なお上記の「検索文字列」の部分には、Perlで利用できる正規表現をそのまま指定し、検索に利用で
きるものとする。またこのページに検索文字列に関するコメントも記述する。
3．2．3　検索スクリプト呼び出し及び出力整形用CGI（search．cgi）
　CGIとして機能する部門で、322で指定したパラメータを検索用スクリプトへ送り、帰ってきた検索
結果を表示用ページとして整形してWebブラウザへ返す。　Perlで記述され、主として以下のことを行う：
　●3．2，2で述べた入力用ページで指定したパラメータを受け取る
　．受け取ったパラメータを整形し、32．4で述べる検索スクリプトを呼び出す
　●HTMLのヘッダその他のタグを出力
　●検索スクリプトからの検索結果を出力
　また、CGIとしての基本機能は、【111所収のPerlスクリプトcgiparse．plを一部改良し、利用するこ
とで実現する。
3．2．4　検索用スクリプト（tsearch．pl）
　受け渡されたパラメータをもとに、指定されたテキスト型ファイルから文字列検索を行う。Perlのス
クリプトで記述され、以下の内容を標準出力へ出力する：
●行単位出力モードの場合
　一検索ファイル名
一ページ番号
　一（ヒットした文字列が註の中にある場合は）註番号
　一ヒットした文字列のある行の行番号
　一当該ヒット文字列を含む行（当該ヒット文字列および行番号は、太字または反転文字で強調）、同一
　　ページ内で複数行にまたがる場合も当該行をすべて表示
●ページ単位出力モードの場合
　一検索ファイル名
　一ページ番号
　一テキスト行番号
　一当該ページテキスト（当該ヒット文字列および行番号は、太字または反転文字で強調）
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　なお、太字または反転文字で強調表示するための制御文字列は、HTMLのタグばかりでなく、ANSI
エスケープ・シーケンスも出力できるようにしておく（パラメータによりどちらかを選択・指示する）。こ
うした設計にした理由は、このスクリプトが完全にWebに依存したものではなく、独立したPerlスク
リプトとしても莉用できるからである。CGIが利用できない環境下にある場合でも、このPerlスクリプ
トを利用することで、検索作業ができるのである。
3．2．5　検索結果表示ページ
　3．2．4での検索スクリプトにより得られた結果を3．2．3で述べたCGIの制御に基づき表示する。　Web
ブラウザがGUIベースのものである場合、表示される検索結果はコピー＆ペーストの機能で別ファイ
ルへ張り付けることもできる。もちろんWebブラウザのファイル保存機能を利用することでも、検索結
果のファイルへの保存は可能となる7。
4出来上がったWebページと表示
　3．2での基本仕様にもとづき、システムを作成・動作試験を行った。なおここで使用したソフトウェア
環境の概要は次の通りである8：
●OS；Linux（Kernel　Ver．2．0．31十Slackware　3．3十PJBO．1beta）
●HTTP　Server：Apache　Ver．1．2．0
●PeTl：Perl　Ver．5．004十Japanization　Patch　4
●Window　System：XWindow　System（XFree863．3．1十fvwm十afterstep）
．Webブラウザ：Netscape　Ver．3．01（for　Linux）
次に作成されたWebページやその出力結果の実例を示すことにする。
7ただしその場合、HTMLのタグが若干混入することになるが、データ再利用の妨げになる程のものではない、と考えられる。
8当然の事ながら、ここで試作・試験したものは、システムに依存したものではないので、他の環境下でも必要なソフトウェアをそ
ろえておけば、同様の結果を得ることができるのは言うまでもない。特にWebブラウザには、ここではNetscapeを使用した
が、Lynxのような文字ベースのブラウザでもほぼ問題なく使用できることが確認されている。
一11一
計算機センター年報　Vol．18　1997
4．1　基本使用例
4．1．1　検索文字列・検索条件等入力ページ
　ユーザはまずこのページから検索条件等を入力する。
蔑
蝋
藻
。
蕪
欄
．
　この例では、各項目は次のように入力・選択されている
検索文字列：“m。rallsche．？＼sWissenschaft（en）？”
　　　これは、“morallsche　Wlssenschaft（en）”という語句の各変化形を検索することを意味する9。“＼s”
　　　は［＼n＼r＼f＼t］の省略記法である。これにより、同一レコード内の複数行にまたがる場合も検索
　　　が可能となる。
大小文字：区別して検索
出力モード：行単位
対象ファイル：Dilthey著作集第1巻、第2巻及び第5巻
4．1．2　検索結果表示ページ
　411で入力・選択された条件をもとにデータ・ファイルに対して検索作業が行なわれる。その結果の
表示状態は「行単位出力モード」と「ページ単位出力モード」とでは異なるが、ここでは、それぞれの出
　9本来はもう少し精密に記述する方が望ましいが、ここではあえて簡略な記述にとどめておく。
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力結果の実例を示す。
行単位出力モード
ファイル　dtlthey．01べ一ン：　23註
　　　　1e　der　I，ogSk　der　Geisしeswissenschaften　Oder　der■o【alischen　Nissensdhaften
ファイル　dilthey．02ペーン：261
　　　31　Leben　und　dSe　noraliscbO
ファイル　dilthey．02べbン：446
　　　33　die　nOtalischon　gissenschaften　wird
ファイル　dilthey．02ペーソ：446
　　　35　getan　haben，　und　der　erste
ファイル　dilthey．02ペーン：447
　　　29　die　laヒeinische　1623　Bacon
ファイル
　　　11
　　　12
Theologie
Scieppius　benuヒzし
dllthey．05ぺ一ン：　42
1ρgik，　tn　selner　Inエ」Ogik　der　Geisしegwissenschaften’t’　Qder　’”mo：alischen
閃issonschaften’d’　in　diesem　Punkte（：omte　felgend．　die　Meth◎dg　der
ファイル　dilしhey．05べ一ン：
ページ単位出力モード
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
　
　
1
1
1
1
1
1
ー
工
1
1
2
dlltheY．05
　　　ムus　den　V◎rha1ユen　しreしen　mr　in　das　Heiligtum．　Das　”au”sere　Ger’ust
soll　schLte”slich　die　Erkenntnis　des　Sysしeme　von　Kausalbez　iehungen
erm1’oglichen．　velches　so　die　exakt　fesヒge5しellしen　Tatbest°’andθder　Gese
der　mQral±sch－POIiしiSChen　WtSSenSChaften　Zu　einem　Ganzen
ver㎞’Lupfし　　Die　vtssenschafし11che　ムufgabe　kann　hler　so　gefa”5し　verden：
f”ur　die　festsしellbaren　Taしbest”ande　ln　diesern　Zweige　der　GeschiChte，
f”ur　ihr　Nebeneinanderaufしreしen　wie　f”ur　ihre　Folge，　das　Sy5しem
der　Ursachen　zu　finden
　　　JQ㎞Stuart　Mm　haしin・dem　ihm　selber　vichtigsten　Teil　semer
logik，　m　seiner　　L⊆導ik　der　Geisteswissenschafしen’”　oder　’t－mo【alischen
Nissenschaften’艦’　　ln　diesem　Punkte　Comしe　folgend，　die　Meしhode　der
Erkl”arung　geschichし1teher　Taしsachen　so　beze⊥chnet　　daF幽s　dte　【ndukしion
aus　den　geschichtlichen　Taしbe5し”anden　empirische　Kausalgeseしze　feststel
velehe　alsdann　dedukしiv　aus　den　Ergebnissen　des　Studiums　der
menschlichen　Naしur　verifizierし　werden　m’°u’冒sten．　”Uber　die　Tragveiしe
dieses　zweiしen　Verfahrens　besしehし　dann　zwischen　ihm　und　Comしe　eSne
wichしige　Differenz，　da　Comte　nicht　das　Zuしrauen　tu　der　wissenschafヒIich
Sicherhett　der　Psydhol◎gie　haししe．　von　welehetn　M111　m　seinen
Aufstellungen　”uber　etne　Psychologle　und　Ethologte　gele1tet　tst　　Mt11
J
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4．2　応用例
　次に複数種類の語をまとめて検索する例を示す。
4．2．1　検索文字列・検索条件等入力ページ
　この例では、各項目は次のように入力・選択されている
検索文字列：“（Erl　1　L）eben　1　Ausdr”？uck　l　Verstehen”
　　　この検索文字列により、。Erleben“，。Leben“，。Ausdruck“，。Verstehen“という各語のいずれかが
　　　ヒソトする（変化形も含む）。
大小文字：区別して検索
出力モード：行単位
対象ファイル：Dilthey著作集第1巻、第2巻及び第5巻
4．2．2　検索結果表示ページ
　412と同様、4．2．1で指定した条件により行なわれた検索の結果は、その指定により「行単位出力モー
ド」と「ページ単位出力モード」の二通りの表示方式がある。ここでもその二通りの実例を示す。
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行単位出力モード
ファイル　dilthey．05べ｝ソ：259
　　　　28　　轟u8d【uck　zu　geben　　Und
ファイル　dtlthey．05ペーン：261
　　　　40　　【nbons　wurden　solche　Untersuchungen
ファイル　dilthey．05べ一ン：262
　　　　3S　Selbst　in　dem　Vbrgang　des
ファイル
ファイル
　　　　33
sehr　wichヒig．
gegr”undet
Clilthey．05べ一ソ：26ヨ
Uraformung　dieses　Selbst　tm　Vorgang　des
べ｝ソ；263
5ind　die　geisしigen　Tatsachen，
ファイル　dilthey．05べ一ン：263
　　　　37　das　in　den　Gedanken　repr”asentiert　vird．
ファイル
　　　　42
ファイル　dilthey．OS
ぺ一ン；263
覧b【5tohon　i3t
Eigenschafしe
Seelenkr脾afしe　wirkgam6
ページ単位出力モード
ファイル dtlしhoy．05べ一ン：264
daher　auch　in　den　ab8しraktesten　S”atzen　der　Geistesv±ssenschafしen　diese
F「1ulle　des　inneren　【Abens　miしklingt．　Und　das　isし　nun　das　Entscheidende，
da「ls±n　der　lmeren　Erfahnung　Zusammenhang　seelischer　Vorg”ange
auftrtしし　und　da’°s　durch　d↓e　Verbindung　lnnerer　Erfahrungen
dteser　8ich　zusalmenschlie圏，gt，　da　jedes　Giied　de国anderen　homogen
ist　Dementsprechend　beruht　auch　das　Verst”andnis　anderer　auf　einem
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5　結果と今後の課題
　今回、テキスト型データ・ベースからの検索用インターフェーズを試作、動作試験を行った結果、次の
ようなことが確認できな。
●Perlの持つ正規表現の機能は予想した通り、テキスト検索には極めて効果的である。
正規表現による検索文字列の記述は、誰にでもできるレベルから、かなりの熟練を要するレベルまで
あるものの、比較的簡単な記述でもある程度高い確率でヒットするものが多く、十分な効果が期待で
　きる。
・仮に一度で希望通りにヒットしなくとも、ここで試作されたようなインターフェースを通して何度か
繰り返し検索を行うことで、十分に効果的な検索が行えるようになる。
●サーバ・マシンとはLANで結ばれているクライアント・マシンからも試作した検索システムを利用
　してみたところ、サーバ・マシン上でクライアントを操作するのとほとんど変りなく結果を得ること
ができるのを確認した。特に動作速度は複数のファイルを検索対象にしても、出力には時間はさほど
　かからなかった10。
また、今後の課題として次のような点が挙げられる：
●検索用ページの整備
●作成したスクリプト類の改良
●データ公開に向けた著作権者との交渉
●作成したテキスト型データのエラー除去と整備
今後もこのような課題を解決しながら、よりよい検索システムを目指す必要があろう。
10もちろんこれは外部へ接続していないLAN環境下で実験を行なったせいもあるが、　CGIや検索スクリプトが現段階での最小コ
　ストで動作していることも一因となっていると考えられる。いずれにしてもネットワークを通してのデータ検索には、それなりに
　高速で、ある程度の安全性の確保されたネットワーク環境が必要なことは、言うまでもない。
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付録．スクリプト等ソースリスト
　以下に挙げるソースーリストは、本プロジェクトにおいて試作したWebページとPerlによるスクリ
プトである。それぞれの仕様については、3．2を参照されたい11。
A．検索文字列・検索条件等入力ページ（search．html）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
〈1－一テキスト型データ検索用ページ（search．html　Ver。1．00）一一〉
〈1－－　Copyright　（C）　TAKASE　Makoto，　1997・　一一　一一〉
＜HTML＞
＜HEAD＞
＜TITLE＞Text　Searching　Interface　（Test）　＜！TITLE＞
く！HEAD》
＜BODY＞
＜CENTER＞
＜H1＞テキスト検索のページ＜ノH1＞
〈FONT　SIZE＝3＞
　　　　　「検索文字列」の欄には、Per1で使用できる正規表現が使えます。
　　　　詳細は市販されているPer1のガイドブックにある「正規表現」の
　　　　章を参照して下さい。
＜！FONT＞
〈FOR）1　METHOD＝POST　ACTION＝”http：！！localhost！－takase＿m！search．cgi”〉
〈FONT　SIZE＝3＞検索文字列：〈！FONT＞くINPUT　TYPE＝TEXT　SIZE＝40　NAME＝”sea「chst「”×BR》
＜INPUT　TYPE＝CHECKBOX　NAME＝ing。re－upcase＞＜FONT　SIZE＝3＞大文字小文字の同一視《！FONT＞
＜INpUT　TYpE＝CHECKBOX　NAME＝pagem。de×FONT　SIZE＝3＞ページ単位表示く！FONT＞
　　＜P＞
　　＜FONT　SIZE＝3＞
　　　　対象となるファイル：
　　＜ノFONT＞＜BR＞
11 eスクリプトの著作権はそれぞれのソースの先頭に示した通り、高瀬誠（Makoto．Takase◎gakushuin．ac．jp）に有るものと
　する。各スクリプトは再利用・改変等を自由に行なう事ができるが、それにより生じたいかなる損害に対しても原著作者は責任を
　負わない。改変に際しては、スクリプト内の著作者表示の部分は消去せずに改変者の名前及び変更日付を追加していく事。
　なお、各スクリプトのバグなどについては、原著作者へ連絡されたい。
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8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
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7
8
9
0
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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〈SELECT
　　　　＜OPTION
　　　　〈OPTION
　　　　〈OPTION
　　　　くOPT工ON
　　　　〈OPT工ON
　　　　くOPTION
　　　　くOPTION
　　　　＜OPTION
　　　　くOPTION
　　　　＜OPTION
　　　　〈OPTION
　　　　＜OPTION
　　　　くOPTION
　　　　＜OPTION
　　　　くOPTION
　　　　《OPTION
　　　　《OPTION
　　　　〈OPTION
　　　　くOPT工ON
　　　　くOPTION
　　　　〈OPTION
　　　　〈OPTION
　　　　《OPTION
　　　　〈tiPTION
NAME＝files　　　　　　　SIZE＝5
VALUE＝lldilthey．＊鰯1＞
VALUE＝°ldilthey．0111＞
VALUE＝1，dilthey．0211＞
VALUE＝1「dilthey・031，＞
VALUE31「dilthey．0411＞
V八LUE＝，，dilthey．051，＞
VALUE呂四dilthey．0611＞
VALUE霧「ldilthey．07闘＞
VALUE＝1圏dilthey・08，1＞
VムLUE＝1°dilthey．0911》
VALUE＝”dilthey．1011＞
VALUE詔lldilthey．111圏＞
VALUE＝，，dilthey．1211＞
VALUE呂1「dilthey．13al，＞
VALUE3日dilthey，13b睡＞
VALUE＝豊ldilthey，14all＞
VALUE＝日dilthey．14bll＞
VALUE冨11dilthey．151「＞
VALUE＝的dilthey．16「1＞
VALUE；1Idilthey．17H＞
VALUE＝lodilthey．1811＞
VALUE＝11dilthey．1911＞
VALUE＝11dilthey．20「1＞
VALUE＝lldilthey．2111＞
〈！SELECT＞くP》
くINPUT　TYPE＝SUBMIT
〈！FOR）（〉
＜！CENT耳R＞
〈！BODY》
く！HTML》
HULTIPLE＞
Dilthey　Alle
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Diユth『y
Dilthey
Dilthey
Dilthey
Diユthey
Dilthey
Dilthey
VALUE＝”Searchl！〉
・
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
1
2
d
　
　
　
　
　
　
　
！
－
！
！
B
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
3
4
4
5
6
7
8
9
0
1
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
　
匿
　
．
　
　
・
　
　
・
　
．
　
…
　
　
．
　
d
d
d
d
d
d
d
d
d
・
・
・
・
・
・
・
・
…
。
・
。
　
B
B
B
B
B
B
B
B
B
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
1
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検索スクリプト呼び出し及び出力整形用CGI（search．cgi）
＃！！usr／bin！perl
＃
＃　CGI　Script　for　Text　Searching　Ver．1．00
＃　Copyright　（C）　TAKASE　Makoto，　1997．
＃
＃cgiparse．p1は、西田　知博！川本　芳久共著：
＃　「CG工入門講座W冊サーバーを料理する！］，
＃． Iーム社，1997．から一部改良して利用。
＃
require　，cgiparse・pl，；
BEGIN｛
　　　　＄IgnoreUpcaseOption　＝　，，；
　　　　＄PageModeOption　；　，，；
　　　　＄HTMLOption　＝　，－h，；
　　　　＄SearchCommand＝，．／tsearch・PP；
｝
＆cgi，Parse（）；
＄searchstl＝　＄cgi，豆alne｛’searchstr，｝；
＄ingore＿upcase　；　＄cgi，name｛，ingore＿upcase，｝；
if　（＄ingore＿upcase　ne　，，）｛
　　　　　　　　＄IgロoreUpcaseOption　＝　，－i，；
｝
＄pagemode貫　＄cgi，nalne｛，pagemode，｝；
if　（＄pagemode　ne　，，）｛
　　　　　　　　＄PageModeOption　昌　，－P，；
｝
＠files　3　＆cgi，Value（，files，）；
foreach　＄i　（＠files）｛　　　辱
　　　＄Targetfiles　．＝　sprintf（1，　Zs，㌧　＄i）；
｝　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’
print　＆cgi，HTTPHeader（）；
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6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
print　＆cgi，SimpleTitle（，Searching
prlnt　llくBODY　bgcolor＝＃ffffff》Nn”；
Text　Data，）；
＄Co㎜a夏dLine昌sprintf（iiZS　Zs　Zs　7，s，’／、s，’／．s”，
　　　　　　　　　　　　　　　＄SearchCo㎜imd，＄Ign。reUpcaseOptiρn，
　　　　　　　　　　　　　　　＄PageModeOption　，　＄HTMLOption　，　＄searchstr　，　＄Targetfiles）；
print　ll〈pre》＼ntl；
open（OUT，　’1＄ComrnandLine　I’り；
while　（〈OUT》）｛
　　　　　　　print　＄＿；
｝
close（OUT）；
print　l「＜！pre＞、nl°；
print　＆cgi，SimpleEndO；
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検索用スクリプト（tSearch．pl）
＃！！u8r！bin／jper1
＃
＃　　　　　　　　　　　　　　Text　Search　Script　Ver．　1．O
＃　　　　　　　　　　　　　　Copyright　（C）　TAKASE　Makoto，　1997．
＃
＃複行レコードからのデータ検索
＃Usage：
＃　　　　　　tsearch．p1　［－i］　［－p］　［－gl－e］　［－h］　，RegExp，　filename
＃
BEGエN｛　　　　　　　　　　　　＃＃＃初期設定＃＃＃
　　　　　　　＄ノ＝t’”；　　　　　　　　　　　　　　　　　＃複行レコード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃デフォルト値設定
　　　　　　　（＄IgnoreUpcaseMode，　＄RegexpMode　，　＄PageMode）＝（0，　0，　0）；
　　　　　　　（＄PraeCode，　＄PostCode）＝（ll、e［7m「1，　°へe［Mll）．；
　　　　　　　（＄CheckPraeCode，　＄CheckPostCode）＝（’へe、、［7mli　s　tへe＼、［m，「）；
　　　　　　　（＄FileNameMark，　＄PageMark，　＄FootNoteString）＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，ファイル：，，，ページ：，t，註：，）；
　　　　　　　＄FootNoteText＝，feotnotetext，；
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テキスト型ドイツ語データベースとデータ検索法について
｝
while（＠ARGV［0］ゴ！＾、一！）｛　　　　　　＃パラメータ取得
　　　　　　　　＄Param＝shift（QARGV）；
　　　　　　　　if　（＄Param　eq　tt－i”）｛　　　＃　Ignote　Upcase　Mode
　　　　　　　　　　　　　　　　＄IgnoreUpcaseMode＝1；
　　　　　　　　｝e］Lsif（＄Para皿　eq　tt－P，，）｛　＃　Page　Output　Mode
　　　　　　　　　　　　　　　　＄PageMode＝1；
　　　　　　　　｝elsif（＄Param　e（1　”一ett）｛　＃　English　Language
　　　　　　　　　　　　　　　　（＄FileNameMark，　＄PageMark，　＄FootNoteString）＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，File：，，　，Page：，，　，Note：，）；
　　　　　　　　｝elsif（＄Param　eq’「－g”）｛＃Geman　Language
　　　　　　　　　　　　　　　　（＄FileNameMark，　＄PageMark，　＄FootNoteString）＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，Datei：，，　，Seite：，，　，Anm．：，）；
　　　　　　　．｝elsif（＄Param　eq　le－hll）｛　＃　HTML　Output
　　　　　　　　　　　　　　　　（＄PraeCode，　＄PostCode）＝C＜b》，，　，＜！b＞，）；
　　　　　　　　　　　　　　　　（＄CheckPraeCode，　＄CheckPostCode）＝（，〈b＞，，　，＜ノb＞，）；
　　　　　　　　｝　else　｛die　”Parameter　Error　l　ll｝
｝
（＄Regexp，　QFiles）＝QARGV；
＠ARGV＝＠Files；
while　（〈〉）｛　　　　　　　　　　　　　　　＃＃＃　main　＃＃＃
　　　　　　　　＄Filename＝＄ARGV；
　　　　　　　　＄Data＝＄＿；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃検索＆出力
　　　　　　　　　if　（＆：Search）｛
　　　　　　　　　　　　　　　＠PageText冨8Plit（，へnll，　＄Data）；
　　　　　　　　　　　　　　　　＄PageN・＝＄PageText［0］；
　　　　　　　　　　　　　　　　＄Lines＝＠PageText－1；
　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageMode）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆PrintPageMode；
　　　　　　　　　　　　　　　｝else｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆PrintLineMode；
　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　｝
｝
＃ファイル名取得
＃リストへ
＃ページ数取得
＃当該ページ行数取得
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sub　Search｛　　　　　　　　＃＃＃文字列検索ルーチン＃＃＃
　　　　　　　　if　（＄IgnoreUpcaseMode）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　＄ReturnCode＝（＄Data　＝ny　s！（＄Regexp）！＄PraeCode＄1＄PostCbde！ig）；
　　　　　　　　｝e18e｛
　　　　　　　　　　　　　　　　＄ReturnCode＝（＄Data　；”　s／（＄Regexp）！＄PraeCode＄1＄PostCode／g）；
　　　　　　　　｝
　　　　　　　　if　（＄ReturnCode　＞　0）｛＄ReturnCode＝1｝；
　　　　　　　　＄ReturnCode；…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　．
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’
sub　CheckFootNote｛　　　　＃＃＃註のチェック＃＃＃
　　　　　　　　if　（＄PageText［＄TempLineNo］　＝”　！＄FootNoteTextノ）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNo＝O；・
　　　　　　　　　　　　　　　　＄PageText［＄TempLineNo］　＝一　ノ＼［（［＼wN＊］＊）＼］！；
　　　　　　　　　　　　　　　　＄FootNoteNo　＝　＄1；
　　　　　　　　　　　　　　　　＄FootNoteExp＝sprintf（ti　’Zs　7，2s”，　＄FootNoteString，　＄FootNoteNo）；
　　　　　　　　｝elsif　（＄PageText［＄TempLineNo］　＝一　！∩｝＄！）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　＄1．ineNo＝O；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　｝else｛
　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNo＋＋；
　　　　　　　　｝
｝
」
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｝
sub　PrintPageMode｛　　　　＃＃＃ページ単位出力モードルーチン＃＃＃　　　　　　　　　’
　　　　　　　　＄LineNo＝O；　＄FootNoteExp＝”；　＄Hit＝O’；
　　　　　　　printf（”Zs　％s．Zs　’／，3s＼n”，　＄FileNatneMark，　＄Filename，　＄PageMark；”＄PageNo）；
　　　　　　　for　（＄TempLineNo＝1；　＄TempLineNo　〈＝　＄Lines；　＄TempLineNo＋＋）｛．』
　　　　　　　　　　　　　　　＆CheckFootNote；
　　　　　　　　　　　　　　　＄PrintLine＝＄PageText［＄TempLineNo］；
　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageText［＄TempLineNo］　＝一　！＄CheckPraeCode！）｛＄Hit＝1；｝
　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄Hit　＞＝　1）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄Hit　；＝　1）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　．．　　＄LineNoExp＝sprintf（”ZsZ6s’／，s　　，1，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PraeCode，　＄LineNo，　＄PostCode）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝else｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNoExp＝sprintf（”Zs　7．6sZs　　’1、s”，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PraeCode，　＄LineNo，　＄PostCode，　＄PraeCode）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　「　　　　　・　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageText［＄Templ．ineNo］　！一　／＄CheckPostCode／）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PrintLine　．＝　＄PostCode；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄Hit＋＋；　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　｝　elsif　（＄LineNo　＝＝　O）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNoExp＝，，；
　　　　　　　　　　　　　　　｝else｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNoExp＝sprintf（’”／，6s　　lt，　＄LineNo）；’
　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　printf（”’／，sZs＼nltt　＄LineNoExp，　＄PrintLine）；
　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageText［＄TernpLineNo］　＝一　！＄CheckPostCode／）｛＄Hit；0；｝
　　　　　　　｝
　　　　　　print　「へnlt；
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sub　PrintLineM。de｛　　　　＃＃＃行単位出力モードルーチン＃＃＃
’　　　　　＄LineNo＝O；　＄FootNoteExp＝，，；　＄Hit＝O；
　　　　　　　　for　（＄TempLineNe＝1；　＄TempLineNo　〈＝　＄Lines；　＄TempLineNo→◆）｛
　　　　　　　　　　　　　　　＆CheckFootNote；
　　　　　　　　　　　　　　　＄PrintLine＝＄PageText［＄Te皿pLineNo］；
　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageText［＄TempLineNo］　＝一　！＄CheckPraeCodeノ）｛＄Hit＝1；｝
　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄Hit　＞＝　1）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄Hit　＝呂　1）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNoExp＝sprintf（”’／，s’／，6s’／，s　　tl　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PraeCode，　＄LineNo，　＄PostCode）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　printf（1へnZs　’Zs　’1．s　Z3s　’Zs＼nl㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄FileNameMark，　＄Filename，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PageMark，　＄PageNo，　＄FootNoteExp）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝else｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNoExp＝sprintf（tl’／，sZ6s’1，s　　Zs”，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PraeCode，　＄LineNo，　＄PostCode，　＄PraeCode）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageText［＄TempLineNo］　！一　ノ＄CheckPostCodeノ）｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PrintLine　．＝　＄PostCode；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄Hit＋＋；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　printf（’t’／，s’1，s、ntt，　＄LineNoExp，　＄PrintLine）；
　　　　　　　　　　　　　　　　｝　elsif　（＄LineNo　『＝　0）｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄LineNoExp＝，，；
　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＄PageText［＄TempLineNo］　＝”　！＄CheckPostCode！）｛＄Hit＝O；｝
　　　　　　　　｝
｝
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